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長岡造形大学第２期中期目標の策定について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 期間 

  令和２年度から令和７年度まで（６年間） 

 

３ 第２期中期目標の概要 

  資料２「第２期中期目標のポイント」参照 

 

４ 策定スケジュール（予定） 

時期 中期目標 中期計画 

６月 ・素案概要等議員説明  

７月 

・パブリックコメント実施（６/２８～７/１２）

・評価委員会で原案審議（７/２６） 

・法人に意見照会 

 

８月 

・法人からの照会結果報告 

・評価委員会で 終案審議（８/９） 

→市長へ意見 

 

９月 
・議会へ提案（議決） 

・法人へ中期目標指示 
 

１月  

・法人が市へ提出（認可申請）

・評価委員会で審議 

→市長へ意見提出 

２月  市が中期計画認可 

【参考】地方独立行政法人法（関係部分の抜粋） 

 

（中期目標） 

第二十五条 設立団体の長は、三年以上五年以下の期間において地方独立行政法人が達成すべき業務運

営に関する目標（以下「中期目標」という。）を定め、これを当該地方独立行政法人に指示するとと

もに、公表しなければならない。これを変更したときも、同様とする。 

２ 中期目標においては、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 中期目標の期間（前項の期間の範囲内で設立団体の長が定める期間をいう。以下同じ。） 

二 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

三 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

四 財務内容の改善に関する事項 

五 その他業務運営に関する重要事項 

３ 設立団体の長は、中期目標を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、評価委員会

の意見を聴くとともに、議会の議決を経なければならない。 

 

（中期目標等の特例） 

第七十八条 公立大学法人に関する第二十五条第一項及び第二項の規定の適用については、同条第一項

中「三年以上五年以下の期間」とあり、及び同条第二項第一号中「前項の期間の範囲内」とあるの

は、「六年間」とする。 

２ 公立大学法人に係る中期目標においては、前項の規定により読み替えられた第二十五条第二項各号

に掲げる事項のほか、教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに

当該状況に係る情報の提供に関する事項について定めるものとする。 

３ 設立団体の長は、公立大学法人に係る中期目標を定め、又はこれを変更しようとするときは、あら

かじめ、当該公立大学法人の意見を聴き、当該意見に配慮しなければならない。 

４ （略） 

 

１ 中期目標・中期計画・年度計画について 

中期目標は、地方独立行政法人法に基づき、

設立団体である長岡市が公立大学法人長岡造

形大学に指示する、法人が達成すべき業務運

営に関する目標を定めたもの。 
中期計画・年度計画は、市から指示された

中期目標に基づいて公立大学法人が策定す

る、中期目標として示された目標を達成する

ための具体的な手法を定めたもの。公立大学

法人は、この中期計画・年度計画に従い、主

体性・自律性をもって業務を実施する。 

中期目標 

6 年間の業務運営に関する目標 

中期計画 

中期目標を達成するための具体的計画

公立大学の業務運営 

長岡造形大学 学生数等 

〇R１年度入学者数 ２５４人（入学定員２３０人） 

〇R１在籍者数 １，０６１人 
造形学部 プロダクトデザイン学科 １６２人 

      視 覚 デ ザ イ ン 学 科 ４９５人 
      美 術 ・ 工 芸 学 科 １５８人 
      建築・環境デザイン学科 ２２０人 

〇R１教員数 専任教員５２人、客員教授４人、非常勤講師１９２人、名誉教授１２人 

〇H30 年度就職者数（学部） 県内５５人 県外１５２人 

造形研究科 修士課程 ２４人 
博士課程  ２人 

 

資料　４－１


